
山路　石けんプラントを立ち上げることになっ

たきっかけを教えてください。

薄木　30年以上前に川崎市に引っ越し、泡だらけ

の多摩川を見て、「すごいところに来てしまっ

た」と環境への意識が高まりました。そんな

頃、生活クラブでは、合成洗剤追放の署名運動

をきっかけに、廃食油を回収し石けんにリサイ

クルする石けん工場をつくろうという機運が

高まっていました。「千円で夢を買いましょう!」

と呼びかけ、川崎市民を中心に約6,000人から

1,000万円の資金を集め、生活クラブ神奈川や

川崎市の協力もあり、1989年に市民事業・㈱川

崎市民石けんプラントが設立されました。

　　長年活動を継続できたのは「廃食油」という

資源を地域内循環させている私たちの取り組

みが行政を動かし、学校給食の現場での資源

循環の輪が広がってきたからだと思います。

2005年には私たちの活動を理解してくれる企

業の協力で現在の場所に工場移転しました。ほ

んとうに多くの方々が支えてくださいました。

山路　石けん工場の機械を

譲り受け、2005年に生活

クラブから独立して、「NPO法人 川崎市民石け

んプラント」を立ち上げられました。プラント

の誕生には石けんを地域に広めるための市民団

体の活動がありましたね。

薄木　当初は「アルタネット」という組織でした

が、現在は「かわさきかえるプロジェクト」と

なっています。廃食油を石けんに「かえる」水

や空気をきれいに「かえる」暮らしも「かえてい

こうよ」というメッセージがあります。私たち

も石けんの良さを伝えながら、現場で廃食油か

ら「きなりっこ」石けんを作り、回収や配達のト

ラックの運転に至るまで、すべて、自立し、自分

達でやっていくことになりました。石けんづく

りは廃食油が原料であるため、製造過程で起こ

る反応がまちまちで苦労の連続でした。それで

も、自分達で考えたことを実践し、実現していく

「千円で夢を買いましょう！」
で始まったせっけん運動
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C o n t e n t s

毎年7月は全国の仲間と「シャボン玉月間」をすすめています。1950年代半ばか
ら高度経済成長を享受した日本は、1970年代に入り赤潮や光化学スモッグなどの
公害問題に直面しました。川崎市も、かつては「公害の町」として知られていました。
町を流れる泡だらけの多摩川に危機感を抱いた主婦達が展開した、地域に根ざした
力強い環境活動であるせっけん運動のあゆみについて、「NPO法人 川崎市民石けん
プラント」副理事長の薄木かよ子さんにお話を伺いました。

（聞き手：環境常務理事 山路 登葉）

市民、行政、企業を巻き込んだ
地域循環型のせっけん運動

みんなで考えて
真剣に考えて
実践していくおもしろさ
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地域の組合員が毎年、前年度の活動報告と新年度の活
動方針（活動計画）を確認するために開催している「確認
する会」を、オンラインで実施しました。一人でも多くの
組合員に知ってもらうために電話でも呼びかけ、5名の
組合員が参加しました。
地域委員会からは、エスコープ大阪全体と堺市街地地
域委員会の報告と方針（計画）を報告・提案し、参加した
組合員からの質問と意見に答えました。参加者は組合員
歴の短い方が多く、生協で使っている用語の質問や日頃
感じている疑問や要望などもありました。例えば、「自給
ネットワークづくり」とは何か、コロナ禍で保育所が閉ま
ると代替保育の制度がないのでエスコープ大阪でつくれ
ないかなどの意見がありました。中には、正確な返答の
ために後日調べてお答えしたものもありました。
自分たちが望む食や暮らしのあり方に向かって、組合

員の意見や要望をおおぜいの組合員とともに少しずつ実
現していけるところがエスコープ大阪の特徴です。直接
的・間接的に関わらず、すべての組合員の参加・意見です
すんでいく組合員の自主運営の組織です。組合員が意見
を出すことで、より良い消費材や仕組みにしていくこと
ができます。
地域委員会では、消費活動だけでなく、環境に配慮した
せっけん運動やグリーンシステム、生活クラブでんき、た
すけあいとつながりを目的としたエッコロ制度や共済な
どの推進に取り組んでいます。2022年度は、活動を共に
すすめる仲間づくり活動に集中して取り組みます。参加
者がテーマを決める「エスチャンネル」と、消費・環境・福
祉に分けた「コミュニティ」を作って、関心があることに
ついて行動する組合員の輪を広げていきます。
「確認する会」は、新年度の活動を充実させるために組
合員が運営に関わる重要な集まりです。さらに多くの組
合員が参加し、多くの意見が活発に出るように2022年度
の活動をすすめていきたいと思います。

多くの組合員の参加をめざして

堺市街地地域理事
川 弘美

確認する会
4月11日（月）
オンライン開催

堺市街地地域

活・動・報・告

おもしろさがありました。地域内資源循環の輪が広

がり、2021年度には川崎市立小学校118校のうち87

校で「きなりっこ」を使ってもらうまでになりました。

合成洗剤ではなく、石けんを使用することは、子ども

たちの健康を守り、環境への負荷を減らせると同時に

廃食油の回収で川が汚れることも防げます。

山路　2009年にNPO法人 川崎市民石けんプラントは

設立30周年を迎えたそうですが、今後の抱負を聞かせ

て下さい。

薄木　石けんプラントに関わって33年になります。以

前は廃棄物とされてきた廃食油が有価物扱いと変化

し、2017年からは学校給食の廃食油を行政から入札

価格で買いとらなければならなくなりました。市民

からは「かわさきかえるプロジェクト」と連携し、家庭

から出る廃食油のポイント回収をおこない、資源循環

の取り組みの輪をひろげてきています。集まった廃

食油で石けんをつくり、トラックの燃料（軽油代替燃

料）もつくっていますが、今後は廃食油の新な活用方

法を検討していきたいと思います。また、今後も若い

人達にせっけんの良さを伝え、働く仲間をふやし、石

けん工場の活動を広げていきたいですね。

山路　「きなりっこ」の名称は、蛍光増白剤が入っている

合成洗剤とは違い、生成りのように自然な風合いで仕

上がる石けんという意味が込められているとのこと

です。河川などの汚染は見えにくくなっていますが、

家庭から出る有害化学物質の半分以上が合成洗剤の

成分で、完全に処理されてはいません。台所と自然環

境のための循環の取り組みをお伺いし、おおぜいの組

合員と「せっけん運動」の輪をもっと広げていきたい

と思いました。

インタビュー /NPO法人 川崎市民石けんプラント 副理事長
　　　　　　  薄木 かよ子 さん

台所と自然の環境のためのよりよい循環を
すすめよう
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藤本さんは「生

活クラブ愛知」の

組合員でしたが、

転勤で1年前に実家のある貝塚市に引っ越してこられ

ました。生活クラブに加入したきっかけは、一人目の

お子さんを出産し「食べ物には気をつけたい」と思って

いた頃、親戚の家で飲んだ生活クラブの『無添加長野ト

マトジュース』が市販品と違い美味しかったことだそ

うです。

加入後は、『生活クラブえほん』を読んだことがきっ

かけで、せっけんや添加物について関心を持つように

なったそうです。薬剤師として、薬や化学の勉強はし

たが、薬に頼る薬漬けの西洋医学に疑問を感じ、「食事

が大切なのでは」と調味料はすべて消費材に変えたそ

うです。7歳のお子さんの喘息も食を変えていくうち

に、薬を飲まなくてよくなり、4歳と1歳8ヵ月の子ど

もたちも元気だそうです。

お気に入りの消費材は、「よやく・る」で届く「㈱ウイ

ンナークラブ」の『豚野菜炒め用切りおとし』で、市販の

豚肉で同じ調理・味付けで食べた時に美味しさの違い

を実感したそうです。「添加物を使っていないものが

供給される世の中になることが望みです」と、2022年

度の「エスチャンネル」に参加されます。「エスチャン

ネル」でいろんな思いを共有していけることを楽しみ

にしています。
聞き手：泉州地域理事　岡澤 久子

入協して2年目で、昨年7月に結婚し、現在は堺市で妻

と二人暮らしです。趣味は野球観戦で、ほぼ毎日テレビ

に張り付いて応援しています。休みの日には球場へ足

を運んだりもしています。野球に興味の無かった妻も

今ではすっかりロッテマリーンズのファンです。

共同購入フロアに所属し、毎日組合員の皆さんと消

費材の話やプライベートの話など楽しくコミュニケー

ションを図りながら配達業務を頑張っています。月・火

曜日は大阪市内、水・木曜日は堺市内、金曜日は松原市

へ50～60軒ほど配達しています。今はとにかくミス

なくていねいに配達することをモットーに頑張っていま

す。エスコープ大阪50年の歴史を絶やすことなく、次は

100年を目指して僕もいつかエスコープ大阪の将来を

担うような存在になりたいと思っています。

7月から「共済キャンペーン」がスタートします。「もし

もの時」に組合員同士がたすけあう共済です。おすす

めの「消費材のひとつ」ですので、一度ぜひ検討してみて

ください。随時受付中です。

藤本 佳奈依さん
［泉州地域］

毎日楽しく充実しています!!

堀口 裕人（30歳）
エスコープ大阪

在籍年数1年6ヶ月
［共同購入フロア・堺支所] 

職員さん
が

自己紹介
!!

紹介します!!
うちの地域の
組合員さんです

未来の地域と未来の子どもたちのために
選んでいきます!

豚野菜炒め用
切りおとし200g
㈱ウインナークラブ

効率よりおいしさを追求
した中ヨークシャーベー
スの4元交配。180日飼
育。飼料のトウモロコシ・
大豆粕は遺伝子組み換
え対策済み。
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おたよりネット

●地域名●お名前
（ペンネームOK）

●組合員コード●班・コース名

理事会事務局行き
233号（2022.6.27）

キリトリ

231号『豚肉生産者交流会』を読んで
紙面モニター Kさん

いいですね。私も参加したいです。オンラインの場合、地域を超えての参加も
計画してください。「㈱ウインナークラブ」の『生豚ヘレ』が届くと、孫とヘレカツを
作ります。最高においしいですね。おいしい生豚肉をありがとうございます。

【理事会より】
エスコープ大阪では、地域主権（自治）の考え方が基本

になっています。ご自分の地域でも企画が開催できるよう
に、電話やメモで地域委員会へ意見を届けてください。ま
た、企画する側になって運営するのも楽しいですよ。
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編集後記

先日、「地域パートナー学習会」でヱスケー石鹸㈱の「こねこ
ねせっけん」に㈱生活の木のアロマオイルなどで香りづけして
せっけんを作ったり、歯磨き実験をしました。市販のハミガキ
は合成界面活性剤入りがほとんどですが、磨いた後にオレンジ
ジュースを飲んで「うえ～」と表情を変えるパートナーの方も。
舌の味蕾や口の粘膜に影響があります。生活クラブの『ハミ
ガキ』では味は変わりません。いろんな活動を提案して楽しく
組合員活動をひろげてほしいと思います。（O）

「りっぷる」の感想やご意見、その他投稿は下の「おたよりネット」欄で。
配達時に提出、あるいは店舗の専用ＢＯＸまで。   おたよりネット

【原則】
原則には７つあります。
①自発的で開かれた組合員制

協同組合は自発的な組織で、組合の事業を
利用し、組合員としての責任を果たす意思の
ある人たちに対して開かれており、加入や脱
退は個人の自由意志によるものです。
②組合員による民主的管理（運営）

組合員の運営による民主的な組織で、組合
員はその政策決定、意思決定に積極的に参加
します。
③組合員の経済的参加

組合員は、協同組合に対して公平に出資し、
利用、運営に積極的に参加し民主的に管理し
ます。
④自治と自立

協同組合は自治にもとづく組合員の自助
組織であり、政府を含む他の組織と取り決め
を行ったり、外部から出資を受ける場合であっ
ても、組合員による民主的管理が確保され、
組合の自主性が維持されることが条件となり
ます。

⑤教育、訓練及び広報
私たち協同組合の価値を追求し続けるた

めに、それぞれがその責任を果たすことがで
きるよう、共育（互いに学びあう）・教育や研
修を実施し、発展に貢献できるようにします。
また、一般の人々に協同組合運動の本質や意
義を広めます。
⑥協同組合間協同

協同組合は地域的・全国的・広域的・国際的
な組織を通じて協同することにより、組合員
に最も効果的に役割を果たし協同組合運動
を強化します。
⑦コミュニティへの関与

協同組合は、組合員によって承認された政
策を通じてコミュニティの持続可能な発展の
ために活動します。安定した地域社会があっ
てこその協同組合です。

生活クラブ連合会の女性委員会（現在は廃
止）で「私たちの協同組合原則」の中では、以
下を加えています。
⑧グローカル市民社会の創出

グローカルは造語で、「グローバル」と「ロー
カル」をかけています。「グローバルに考え、
ローカルに行動する」市民社会を創出します。

具体的にどのようなことなのか、今後の紙
面で実例や私たちの活動を伝えていきたい
と思います。

【3月度決算報告】
●供給高　2億1,034万円
　（前年同月比99.9％）
●組合員数　18,768名（前月比－196名）
●一人当たりの出資金　89,018円

【4月の放射能検査結果】
4月は連合消費材705検体、関西消費材3
検体の放射能検査を実施しました。生活ク
ラブ自主基準を超えた検体はなく、すべて
の消費材を供給しました。

［決議事項］
①第33回生活クラブ連合会・第13回生活
クラブ共済連通常総会代議員の選出
②大阪府生協連合会第61回通常総会の
代議員の選出
③日本生協連通常総会およびコープ共済
連通常総会の代議員の選出について
④生活クラブ連合会・共済連役員候補の
選出

［協議事項］
①エスコープ大阪第56回通常総代会の
運営
②議案書の最終確認と修正提案
③2022年度の理事担当
④「よやく・る」に関する報告と今後の広報
計画の確認
⑤2022年度グリーンシステムキャンペーン
の実施
⑥街づくり夢基金の運営支援
⑦福祉ワーカーズへの事業支援
⑧泉州地域からの意見

［報告承認事項］
①グリーンシステム900ml、500mlRびん
回収緊急対策の実施

第12回
理事会報告 ＜5月6日＞

エスコープ大阪は協同組合のひとつで、組合員
の組織ですが、どのように組織しているかが重
要です。ICA（国際協同組合同盟）が1995年の
100周年記念大会（イギリス・マンチェスター）で
発表した「協同組合のアイデンティティに関す
るICA声明」（協同組合の定義・価値・原則）があ
ります。今回は「原則」についてお伝えします。

「おおぜいの私」がつくるエスコープ大阪

vol.3 『協同組合の価値と原則②』


